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　食料調達は全
面的に自然に依
存していたアイヌ
民族にとって、
狩猟は漁労同
様、動物性蛋白
質を得るための
重要な手段でした。なにしろ自分たちの命がかかって
いますから、より多くの獲物を授けてもらうべく、動
物の生態もこと細かに観察していたため、山のカムイ
達についての面白いお話がたくさん残っています。例
えば、狸

たぬき

：モユク（mo－小さい yuk－獲物）は羆
ひぐま

の炊
事係だと言われます。なぜかというと、春熊を捕獲す
る際、熊の冬眠穴の中に狸が同居していることがある
からだそうです。雄と雌の狸がカップルでいたという
実例もあります。ユーカラの中にもそのような物語があ
り、冬眠しない狸はきれい好きなので、熊が冬眠して
いる間、穴の中を掃除して汚れた土を外に出すなど甲
斐甲斐しく働いていました。
　また、狸の目の周りが黒いのは、炊事で囲

い

炉
ろ

裏
り

の炭
がついた手で目の周りを拭いたからなのだそうです。
熊は冬眠している間は鷹

おう

揚
よう

で、他の動物がいてもあま
り気にしないとのことです。たまに、ウサギがいるこ
ともあります。それなら狐

きつね

もいそうですが、狐は行儀
が悪いので同居は許されなかったのです。実際、羆の
冬眠穴に狐がいたという話はないようです。狐は日本
の伝承にもあるように、アイヌ文化においても人を幸
せにするよりも不幸にすることが多く、人を化かすな
どあまり良い話は伝わっていません。悪い狐をとらえ
たときは、皮の剥

は

ぎ方も、普通は上から下に剥ぐのに、
逆の方向に剥いだり、供えるイナウも普通は使わない
エゾニワトコ、ハリギリ、タランボなどで作り、山の
動物のイナウは山に向けるところ海に向けたりして、
悪さへのおしおきをするそうです。たまには人助けを
するような善良な狐もいるのですが、後の世代に注意
を促すため、狐の悪事への対処法の方が主に言い伝え

られています。
　乱獲のため絶滅
してしまったカワ
ウソも、伝統的な
アイヌの生活が営

いとな

まれていたころに
は北海道にもたく

さん生息しており、その肉は大層美
お

味
い

しかったそうで
す。カワウソの頭骨は巫

ふ

術
じゅつ

に使われたので、アイヌ語
ではエサマン（e－それで saman－巫術をする）です。
巫術をする人が、憑

つき

神
がみ

が降臨して身体をうねらせる姿
が、カワウソの動きに似ているからだとも言われます。
カワウソの肉を食するときに注意しなければならない
のは、大変忘れっぽくなることです。ラッコの肉も同
じような性質があるとのことです。そこで、人々は肉
を食べる前に次の日にすべきことの準備を全て行い、
道具などは紐

ひも

でひとまとめに結んで再確認後に食べま
した。このような滑

こっ

稽
けい

な光景をバチェラーも目撃した
ことがあると著書で述べています。
　ウサギ（エゾウサギ）は数も多く、一般的な食材で
したが、可愛らしい姿に似ず、アイヌの人達にとって
はあまり縁起の良い動物ではありませんでした。ウサ
ギが後ろ足で立ち上がり、前足で顔を洗うようなしぐ
さをすると津波を呼ぶと言われました。あの大きな耳
で地殻の変調を聞き取るのでしょうか。アイヌ語では
ウサギはイセポ、道東ではイソポ（iso－獲物の po－
小さいの）ですが、カイクマ（kay－折れる kuma－物
干し棒）とも呼ばれます。これは、海が荒れると白波
が立ち、波頭が落ちくだける様がウサギが飛んでいる
ように見えるためです。それで、ウサギが悪さをしな
いようにイセポという言葉を使わず、カイクマテルケ
（terke－飛ぶ）というのだそうです。動物の仕草から
も自然の異変を察知して生活に生かしていたアイヌ民
族の知恵は、文明の利器の便利さに慣れてしまった現
代人が到底及ぶところではないと思われます。
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